
図書館企画展示 

 

ようこそお茶大へ！ 

  図書館の歩きかた 
 

 

 

お茶の水女子大学へようこそ。 

 

第 4 回企画展示では、図書館の蔵書やおすすめスポット、どん

な順序で本が並んでいるのかをご紹介します。 

 

初めて図書館にいらした方も、既に使いこなしていらっしゃる方も、

図書館について疑問に感じていることがあるかもしれません。 

 

この展示で図書館活用のヒントをチェックしたら、お気に入りの

場所や読みたい本をみつけに、館内を歩いてみませんか？ 

 

学生生活に欠かせない図書館。本を借りたり、レポートを書いた

り、調べものをしたりするのはもちろん、リフレッシュしたいとき、

友達との待ち合わせ、最新の情報をチェックする…など、いろん

なシーンで図書館をお役立てください。 

 

 

 

第 4 回（平成 21 年 4 月～5 月）展示 

お茶の水女子大学附属図書館 1 階展示コーナー 



図書館を歩いてみよう 

お茶の水女子大学附属図書館は地下 1 階、地上 2 階建てで

す。利用者のみなさんが利用する 1 階と 2 階をご案内します。 

 

1 階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ラウンジ 

新聞や週刊誌などがあります。 

②キャリアカフェ 

就職活動や将来の自分像について、コーヒーを片手に自由に 

話せる多目的スペース。 

③ラーニング・コモンズ 

パソコン操作で困っても、ラーニングアドバイザーさんがいるか 

ら安心です。 

④事務室 

24 名のスタッフが、みなさんの学習をサポートします。 

⑤1 階オープン書庫 

2 階閲覧スペース奥の階段の先に入口があります。 

 

 

 

 

 



2 階 

 

 

 

 

 

 

 

 

①クワイエット・スタディスペース 

静かに勉強するところです。 

②書庫 1～4 

大学の紀要や雑誌のバックナンバーがあります。 

③カウンター 

④新着図書コーナー 

⑤視聴覚コーナー 

DVD や CD などの視聴覚資料があります。⑥視聴覚ブースで 

利用できます。 

⑥視聴覚ブース 

⑦参考図書コーナー 

百科事典、人名事典、年鑑などがあります。 

⑧リベラルアーツコーナー 

「２１世紀型文理融合リベラルアーツ」授業関連の本と全教職 

員が選んだ本が並んでいます。 

⑨絵本コーナー 

⑩アートコーナー 

美術関係図書や各種展覧会のカタログがあります。 

⑪岩波文庫コーナー 

⑫ジェンダー研究センター所蔵資料 

⑬大学院生用研究スペース 

大学院生の方が優先的に利用できます。 



  図書を探してみよう 

お茶の水女子大学附属図書館の図書は、日本十進分類法に

よって主題ごとに分類されています。 

日本十進分類法（にほんじっしんぶんるいほう）は日本の図書

館 に適 合 するように、日 本 で 作 られたものです。英 語 名 は

Nippon Decimal Classification、略して NDC です。お茶大では、

新訂 7 版を採用しています。 

この分類法では、0～9 のアラビア数字を使って各主題を表し

ています。各主題は次のようになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 次のページから始まる「日本十進分類法（NDC）入門講座」を

読めば、もっともっと詳しいことがわかります。 

 

 



日本十進分類法（NDC）入門講座 
 

1.  NDC の一般的な解説 

 図書館の資料は、資料の背ラベルに表示されている請求記号の順に並べられ

ています。お茶の水女子大学附属図書館の資料は、日本十進分類法  (Nippon 

Decimal Classification,以下 NDC)（新訂 7 版） によって基本的に主題（主

要なテーマ）ごとに分類されています。NDC は、日本国内の図書館で最も多

く利用されている図書館資料分類法です。請求記号は分類記号と著者記号等か

ら構成され、それに別置記号が伴うことがあります。通常の 3 段背ラベルの 1

番上に記載されている数字が分類記号で、書架に並べるときに最も重要な基準

となるものです。 

3 段背ラベル 

分類記号のしくみ 

 分類記号の数字は左から順に類・綱・目といい、小数点以下を細目といいま

す。 

例）3[00] 社会科学          …類 

37[0]  教育           …綱 

377    大学. 高等･専門教育   …目 

377.2    大学の歴史および事情 …細目 

 

知識の全体を 9 つの類に区分し、これを 1 から 9 までの区分に表します。そ

れらに分類できないもの、全てに共通するものは、総記として 0 に集めます。 

 
0 総記 

1 哲学  

2 歴史  

3 社会科学 

4 自然科学 

5 工学 

6 産業  



7 芸術  

8 語学 

9 文学 

 

各類は、それぞれの類の特性によって、さらに 9 つの「綱」に分け、1 から

9 までの数字を与え、どこにも入れられない資料は、0 に集めます。 

3 社会科学 → 30 社会科学総記 

   31 政治 

   32 法律 

   33 経済 

   34 財政 

   35 統計 

   36 社会学. 社会問題 

   37 教育 

   38 風俗習慣. 民俗学 

   39 国防. 軍事 

 

各綱はそれぞれの綱の特性によって、さらに 9 つの「目」に分け、1 から 9

までの数字を与え、どこにも入れられない資料は、0 に集めます。 

37 教育 → 370 教育総記 

   371 教育学. 教育思想 

   372 教育史および各国の教育 

   373 教育政策. 教育制度. 教育行財政 

   374 学校経営. 学校管理. 学校保健 

   375 学習指導法. 教育課程. 各科教育 

   376 幼児教育. 初等･中等教育. 女子教育

   377 大学. 高等･専門教育. 学術行政 

   378 特殊教育 

   379 社会教育. 家庭教育 

 

必要があればさらに「細目」に展開します。 

（NDC で細目が規定されていても、必ずしもお茶大図書館で全ての｢目｣を｢細



目｣まで展開しているわけではありません。） 

377 大学. 高等･専門教育. 学術行政 → [.1 大学一般] 

   .2 大学の歴史および事情 

   .3 短期大学 

   .5 学位 

   .6 海外留学. 交換教授 

   .7 学術研究奨励 

   .9 学生. 学生生活. 学生問題 

 

NDC では、類･綱･目･細目と階層的に分類し、下の階層に行けば行くほど専

門性の高い主題に、上の主題に行けば行くほど、一般的な主題となります。

NDC で主題によって分類することによって、以下のような利点があります。 

 

・特定主題の資料が同じ記号で書架に並んでいるので探しやすくなる。 

 例）各大学の大学史は分類番号 377.2 のところに固まっている。 

・類似の主題は、お互いに近い記号を持つので、ある主題の資料を見つけると

類似主題資料も見つけやすくなる。 

 例）大学に関する資料(377.2)の近くに短大に関する資料(377.3)が並んでい 

る。 

 

2. 各類の説明  

0 類 総記 

0 類には、1－9 類以外の資料や総合的な資料などを分類します。総合的な情

報資料としてはたとえば百科事典(030－038)などがそれにあたります。また叢

書(080－088)には、岩波新書（081）や東洋文庫(080)などをシリーズ分類して

います。 

1 から 9 に分類しなかった学術･研究分野として、図書館(010－019)、博物

館(069)などがあります。002 は多領域にまたがった学問分野の資料を分類し、

007 には調査法一般を分類します。 

 

1 類 哲学 

1 類には、精神活動に関わるものを分類します。大きく哲学 110－159 と宗



教 160－198 に分かれ、心理学 140－149 と倫理学 150－159 は上の二つとは

独立しています。ただし、特定主題に関する哲学･思想はそれぞれの主題の下

に分類します。 

例)201 歴史哲学 

309 社会思想 

402 科学哲学 

 

応用心理学（149）は、通常各主題の下に分類しますが、お茶大図書館の蔵

書で 149 に分類されている本もあります。 

例) 371.4 教育心理学 

 

宗教は神道（170－178）、仏教(180－188)、キリスト教(190－198)を大きく

取り上げています。 

 

2 類 歴史 

2 類には、200－279 の歴史、280－289 の伝記、290－299 の地理、地誌、

紀行を分類します。 

歴史はまず綱で大きな地域を区分し、さらに目で細かい国・地域に区分しま

す。世界史は 209 に分類します。 

21 日本    

22 アジア    

23 ヨーロッパ → 230 西洋史 

24 アフリカ  231  ギリシア (古代史) 

25 北アメリカ  232  ローマ (古代史) 

26 南アメリカ  233  イギリス 

27 オセアニア  234  ドイツおよび中欧 

   235  フランス 

   236  スペイン 

   237  イタリア 

   238  ロシアおよび北欧 

   239  バルカン諸国 

例）23 ヨーロッパ史、233 イギリス史 



地域区分を示す、綱の 1－7 の数字はそれぞれの分類の歴史的事情を表すと

ころでの地域区分として用いられることがあります。 

例) 302 文化諸事情 302.2 中国(アジア）の文化諸事情 

 312 政治史 312.3 フランス(ヨーロッパ）政治史 

 322 法制史 322.1 日本法制史 

 372 教育史 372.3 ヨーロッパ教育史 

 702 美術史 702.2 東洋美術史 

 

281－287 の列伝(3 人以上の伝記集)も同様の地域区分を行います。289 は個

人伝記で自伝や日記、書簡、伝記書誌なども含みます。ただし、哲学者、宗教

家、芸術家、文学者の伝記はそれぞれの主題の下に分類します。また個人伝記

は日本人(.1)、アジア人(.2)、それ以外(.3)に細区分されます。 

例）289.1 福澤諭吉書簡集 

289.2 ガンジー自伝 

289.3 クララの明治日記 

915.6 漱石・子規往復書簡集 

 

291－297 の地理も歴史と同じ地域区分を行います。地理には紀行を含めま

すが文学者のものは、9□5、特定主題のものは、各主題の下に収められます。

自然地理は地学（450）に分類します。 

 

3 類 社会科学 

3 類には、人間の社会生活に関わる諸現象を扱う資料を分類します。具体的

には社会学、政治、法律、経済、財政、統計、社会問題、教育、風俗、軍事の

諸分野がこれにあたります。ただし経済に連なる産業の生産･流通は技術(5 類)、

産業(6 類)に分類します。 

歴史的研究では一般政治史、一般社会史、戦争史は歴史（200－279）に分

類し、政治史(312)には政治機構･制度の内的発展など特に政治学的観点から扱

ったものを、社会史(362)には社会体制史、社会構造史等を分類します。 

 

4 類 自然科学 

4 類は、科学の原理解明に重要な方法である数学(410－419)を冒頭に、物理



学(420－429)、化学(430－439)、天文学(440－449)、地学(450－459)、生物学

(460－489)の純粋科学と医学(490－498)と薬学(499)から構成されています。 

生物学はその細区分である植物学(470－479)と動物学 (480－489)を同じ階

層(綱)に並べ、人類学は 469 におきます。 

 

5 類 技術 

5 類には、主に第二次産業の生産諸技術および、その生産流通経済に関する

資料を分類します。また家事(生活科学, 家政学)(590－599)を含みます。イン

ターネット関連の著作は電気通信(547)に、コンピューター関連の資料は電子

工学(549)に分類します。 

 

6 類 産業 

6 類には第一次産業の農林水産業(610－669)および、第三次産業の商業(670

－679)、運輸(680－689)、通信(690－699)に関する資料を分類します。産業総

記 (600－609)は第二次産業を含めた総記で、農林業一般は農業の総記(610.1

－.8)に分類します。 

 

7 類 芸術 

7 類は、芸術(700－779)、スポーツ、体育(780－789)および、諸芸、娯楽(790

－799)によって構成されます。 

芸術は美術(710－759)、音楽（760－768）、舞踊(769)、演劇(770－776)、

映画(778)、大衆演芸(779)から成り、まずその芸術の表現様式によって分類し

ます。 

美術は彫刻(710－718)、絵画(720－728)、版画(730－737)、印章、篆刻印譜

(739)、写真(740－748)、印刷(749)、工芸(750－759)から、表現形式につづい

て様式や材料、技法などによって分類します。 

 

8 類 言語 

8 類は言語に関する資料を分類します。まず言語で各綱に区分します。各目

は、各言語共通区分です。 

例） 811 日本語の音韻 81 (日本語) + 1 (音韻, 文字) 

 822 中国語の語源 82 (中国語) + 2 (語源) 



 833 英語の辞書 83 (英語) + 3 (辞典) 

 844 ドイツ語の語彙 84 (ドイツ語) + 4 (語彙論) 

 855 フランス語文法 85 (フランス語) + 5 (文法, 語法) 

 866 スペイン語の作文 86 (スペイン語) + 6 (作文, 文章, 文体) 

 877 イタリア語会話 87 (イタリア語) + 7 (読本, 解釈, 会話) 

 888 ロシア語の方言 88 (ロシア語) + 8 (方言, 俚諺) 

 

アジアの諸語は 829 に、ゲルマン諸語は 849 に、ロマンス諸語は 879 に、

スラブ諸語は 889 に分類します。89□にはその他の諸国語を分類します。 

 

9 類 文学 

９類には、文学作品とその研究書を分類します。まず原作の言語(綱）で、

次に文学形式(目)で分類します。さらに時代区分で分類するところもあります。 

文学の各綱は８類 言語の各綱の言語と対応しています。また、各目の形式

区分は各綱ほぼ共通です。 
81 日本語 91 日本文学 

82 中国語 92 中国文学 

83 英語 93 英米文学 

84 ドイツ語 94 ドイツ文学 

85 フランス語 95 フランス文学 

86 スペイン語 96 スペイン文学 

87 イタリア語 97 イタリア文学 

88 ロシア語 98 ロシア文学 

89 その他諸国語 99 その他諸国文学 

 

 例) 981 ロシア詩 98(ロシア文学） + 1 (詩歌) 

 972 イタリア戯曲 97（イタリア文学） + 2 (戯曲) 

 963 スペイン小説 96(スペイン文学） + 3 (小説) 

 954 フランス･エッセイ 95 フランス文学 + 4 (評論, 随筆, 小品) 

 945 ドイツ文学者の日記 94（ドイツ文学） + 5 (日記, 紀行, 書簡) 

 

936 イギリス記録文学 93（英米文学） + 6 (ルポルタージュ 

[記録, 手記]) 

 927 中国笑話集 92（中国文学） + 7 風刺, ユーモア 



 918 日本文学全集 91（日本文学) + 8 (作品集) 
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平成 21 年 4 月発行（担当：図書・情報チーム企画展示グループ） 


